
            

  

                                                              

                           

 

今年度も高養研にご加入くださりありがとうございます。 

新型コロナウイルス感染症の流行が続いておりますが、今年度は従来どおりの形で研究協議 

会を開催できることとなりました。 

 久しぶりに皆さまとお顔を合わせながら、研修会を通して有意義な時間をお過ごしいただければと思いま

す。 

 
 

 

  「学校における自死予防対策について」 

         講 師 札幌学院大学 心理学部臨床心理学科 教授  

心理臨床センター長     斉藤 美香 氏 

 我が国の自殺者数は 2012 年より減少しているが、児童生徒に関しては減少せず、子どもおよび若年者

への自殺対策が重点化され、ＳＮＳ相談などの拡充といった若年者がアクセスしやすい事業もすすめられて

きた。一方で増加傾向には歯止めがかからず、コロナ禍の 2021 年度は前年の 399 名から 499 名に大き

く増加した。児童生徒の自死の背景には複雑な要因が絡んでいるだけに難しい課題がある。また、子どもに

ＳＯＳを出させるだけでは不十分で、ＳＯＳを出せるような周りの環境や関係づくりといった私たち大人の

役割が重要といえる。現状や学校における自死予防対策について、参加者とともに考えたい。 

 

＜講師プロフィール（高養研より）＞ 

 1991 年上智大学大学院文学研究科教育学専攻心理コース博士後期課程満期退学。精神科領域での勤務

を経て、2003 年～2010 年北翔大学学生相談室、2006 年より北海道大学保健管理センターにてカウン

セラーとして勤務。2010 年～2017 年北海道大学保健センター専任講師。大学生・保護者及び教職員の

メンタルヘルス業務や障害をもった学生への支援に携わる。2017 年より札幌学院大学人文学部臨床心理

学科准教授。2020 年 4 月より現職。日本学生相談学会常任理事。専門は学生相談、障害学生支援、青年

期のメンタルヘルス、精神分析。 

 

 

  「ケーススタディーで学ぶ重症と軽症の見極め方」 

         講 師 医療法人大植会 葛城病院 救急科 部長  

元・和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 講師 

那須  亨 氏 

 明日からそれぞれの学校現場で実践していただける「救急車を呼ぶべきかの見極め方」と「フィジカルア

セスメントの方法」についてお伝えします。具体的には、実際の症例に対する対応をいっしょに考えながら、

特に重症な場合には救急車を呼ぶべきかどうかの見極め方について解説します。一方で軽症な場合でもこの

まま様子を見るべきか、あるいは病院に連れて行くべきかと悩むことが多いと思います。フィジカルアセス

メントを用いた、重症と軽症の判断方法についてもいっしょに学びたいと思います。 

 

＜講師プロフィール（高養研より）＞ 

 平成 13 年 和歌山県立医科大学 医学部 卒業 

 平成 21 年 和歌山県立医科大学 外科学第二講座 学内助教 

 平成 27 年 和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 助教(付属病院 高度救命救急センター兼務) 

 令和 4 年 和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 講師 

 令和 ４年 医療法人大植会 葛城病院 救急科 部長 
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        「養護教諭から繋げる学校保健」 

発表者 北海道帯広三条高等学校 養護教諭 中山 知美 氏  

               

 学校で１人の養護教諭は、１人ではできないことをたくさん抱えながら、それでも１人で頑張るしかない

状況に置かれることが多いと思います。教職員の理解と協力を得て、組織として活動していきたいと願って

取り組んできた前任校での実践をまとめました。 

 

 

         「学校保健の課題とその対応」 

情報提供・助言者 北海道教育庁学校教育局 健康・体育課                     

健康・体育指導係 主査 篠 原 弥 智 氏 

 

 

 

２日間の日程は以下のとおりです。 

【場 所】 かでる２・７ （８２０研修室） 

      札幌市中央区北２条西７丁目  ℡011-204-5100 

【日 時】 

《７月２７日(水)》          《７月２８日(木)》 

12:30 13:00 13:20  15:20      9:15  9:30  9:50    11:10    12:00  13:20  15:20 

 

【研修会に参加される皆様へお願い】 
 
○ 当日は、体調確認の上ご参加ください。体調がすぐれない方(発熱等)は、ご参加をお控えくだ 
さいますようお願いいたします。 

 
○ こまめな手洗い・手指消毒のご協力をお願いいたします。なお、消毒液は館内の 
各出入口及び研修室に設置してあります。 

 
○ 参加者のみなさま方には、マスクの着用をお願いいたします。 
 
○ 会場内での昼食も可能ですが、その際は黙食を徹底していただきますようお願い 
いたします。 
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高教研（北海道高等学校教育研究会）養護部会会員登録について 
 

養護部会を維持していく上で、皆様の会員登録は欠かせません。 

今年度は下記の日程で行われる予定です。会員の登録は一度６月で締め切っています 

が、このあとの追加登録も可能です。詳細は各学校でご確認ください。 

 

○全体集会  令和５年１月１２日（木）カナモトホール（札幌市民ホール）   

○養護部会        １月１３日（金）かでる２・７ 

 

○講演会講師  団 士郎 氏（家族心理臨床家、漫画家） 
          月刊学校教育相談に「木陰の物語」を連載中で、児童相談所等の 

心理職２５年を経て独立し、仕事場Ｄ・Ｎ・Ａを主催。 

立命館大学客員教授 

冬も仲間で集まって学びませんか？ 

お願い 


